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NY マーケットレポート（2015 年 12 月 15 日) 
NY市場では、欧米の株価が堅調な動きとなったことや、序盤に発表された米消費者物価指数で、前年比のコア指数が市場の予想通り

2.0％となり、2012年 7月以来の高水準となったことを受けて、米 FOMCで利上げが決定されるとの見方がさらに強まり、ドルが主要通貨に

対して上昇する動きとなった。一方、米国との金融政策の違いが改めて意識され、ユーロはドルや円などに対して軟調な動きとなった。また、

米国の利上げ期待の高まりを背景に、資源国・新興国通貨も上値の重い動きとなった。  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

ドル/円 121.08  ユーロ/円 133.13  ユーロ/ドル 1.0995 

 

22：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 5973.88 +99.82 
ダウ 

先物ミニ 
17359 +105 

 

 

仏 CAC40 4564.57 +91.50 
S&P 

500 ミニ 
2023.50 +14.00 

 

 

独 DAX 10362.44 +223.10 
NASDAQ 

100 ミニ 
4584.75 +24.25 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月ポーランド消費者物価指数（前月比） -0.1％（前回 0.0%） 

 

11 月ポーランド消費者物価指数（前年比） -0.6％（前回 -0.5%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月ニューヨーク連銀製造業景気指数 -4.59（予想 -7.00・前回 -10.74） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪ＮＹ連銀製造業景気指数≫ 

現状） 

        12 月・・・11 月・・・10 月・・・9 月・・・8 月・・・7 月 

業況・・・・・  4.59・・-10.74・・-11.36・・-14.67・・-14.92・・ 3.86 

仕入価格・・・  4.04・・・4.55・・・0.94・・  4.12・・  7.27・・ 7.45 

販売価格・・・ -4.04・・ -4.55・・ -8.49・・ -5.15・・  0.91・・ 5.32 

新規受注・・・ -5.07・・-11.82・・-18.91・・-12.91・・-15.70・・-3.50 

出荷・・・・・ 5.51・・ -4.10・・-13.61・・ -7.98・・-13.79・・ 7.88 

在庫・・・・・-12.12・・-17.27・・ -7.55・・-18.56・・-17.27・・-8.51 

雇用者数・・・-16.16・・ -7.27・・ -8.49・・ -6.19・・  1.82・・ 3.19 

6 ヵ月先の見通し） 

        12 月・・ 11 月・・ 10 月・・ 9 月・・ 8 月・・ 7 月 

業況・・・・・38.51・・20.33・・23.36・・23.21・ ・33.64・・27.04 

仕入価格・・・27.27・・29.09・・27.36・・28.87・・ 34.55・・27.66 

販売価格・・・20.20・・11.82・・ 7.55・・ 7.22・・ 10.91・・ 6.38 

新規受注・・・27.83・・20.82・・24.00・・23.89・・ 29.36・・ 32.22 

出荷・・・・・34.11・・21.07・・24.63・・25.30・・ 32.97・・ 25.44 

在庫・・・・・-1.01・・ 1.82・・-6.60・・-9.28・・-13.64・・-11.70 

雇用者数・・・15.15・・16.36・・10.38・・ 7.22・・  3.64・・・9.57 

同指標はゼロが景況の分岐を示す 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月米消費者物価指数（前月比） 0.0％（予想 0.0%・前回 0.2%） 

 

11 月米消費者物価指数[コア] 0.2％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

11 月米消費者物価指数（前年比） 0.5％（予想 0.4%・前回 0.2%） 

 

11 月米消費者物価指数[コア] 2.0％（予想 2.0%・前回 1.9%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月カナダ製造業出荷（前月比） -1.1％（予想 -0.5%・前回 -1.5%） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪消費者物価指数≫ 

            11 月・・10 月・・9 月・・8 月・・7 月・・6 月・・5 月 

全品目・・・・・・・・・ 0.0・・ 0.2・・-0.2・・-0.1・・ 0.1・・0.3・・0.4 

除く食品・エネルギー・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.1・・0.2・・0.1 

エネルギー・・・・・・・-1.3・・ 0.3・・-4.7・・-2.0・・ 0.1・・1.7・・4.3 

サービス・・・・・・・・ 0.3・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.1・・ 0.2・・0.3・・0.2 

食品・飲料・・・・・・・-0.1・・ 0.2・・ 0.4・・ 0.2・・ 0.2・・0.3・・0.0 

居住費・・・・・・・・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.2・・0.2・・0.0 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月ポーランド財政収支執行状況 78.4％（前回 74.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月カナダ中古住宅販売件数（前月比） 1.8％（前回 1.8%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17559.65 +191.15 

ナスダック 5000.64 +48.42 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月米 NAHB 住宅市場指数 61（予想 63・前回 62） 

 



                                                     
 

8 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪NAHB 住宅市場指数≫ 

 

        12 月・11 月・10 月・9 月・8 月・7 月・6 月 

住宅市場指数・・61・・62・・65・・61・・61・・60・・60 

現状指数・・・・66・・67・・70・・67・・66・・66・・65 

見通し指数・・・67・・70・・75・・68・・70・・71・・69 

顧客動向指数・・46・・48・・47・・47・・45・・43・・44 

 

 

0：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、原油先物相場が上昇し、底打ち感が出たことが好感されて買いが優勢となった。特に、収益改

善期待からエネルギー株が大きく上昇したことが、全体を押し上げる結果となった。ダウ平均株価は、序盤から堅

調な動きとなり、一時前日比で 223 ドル高まで上昇する動きとなっている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）11 月の米消費者物価指数は、前月比横ばいで、市場予想と一致した。ただ、前年同月比では+0.5％となり、昨

年 12 月以来の大きな上昇率となった。住居費や医療費などが前月水準から値上がりしたものの、ガソリンなどのエ

ネルギー価格や食品価格の値下がりが響いた。変動が激しいエネルギーと食品を除いたコア指数は、前月比+0.2％

と市場予想通りの結果となった。前年同月比では+2.0％と、昨年 5 月以来の高い伸びとなった。 前月比の品目別で

は、エネルギーが-1.3％、食品は-0.1％、サービスが 0.3％、住居費が 0.25％となった。   

 

（2）12 月ニューヨーク連銀製造業景気指数は、市場予想を上回ったが、5 ヵ月連続のマイナスとなった、ただ、5

ヵ月連続の 2 桁マイナスとはならなかった。新規受注は-5.07（前月-11.82、6 ヵ月平均-11.32）、出荷は 5.51（同

-4.10、同-4.35）、在庫水準は-12.12（同-17.27、同-13.55）と前月から改善したが、販売価格は-4.04（同-4.55、

同-2.67）、雇用者数は-16.16（同-7.27、同-5.52）、週平均就業時間は-27.27（同-14.55、同-9.54）となり、特

に雇用関連の悪化が目立っている。      

 

（3）12 月の NAHB（全米住宅建設業者協会）住宅市場指数は、市場予想の 63 を下回る 61 となり、前月の 62 からも

低下した。一戸建て住宅の販売指数は 66 と、67 から低下。向こう半年の販売指数は 67 と、前月の 69 から低下した。

また、潜在的な住宅購入者の動きを示す指数は 46 となり、前月の 48 から低下した。地域別では全米 4 地域のうち 3

地域で低下。中西部は 55（前月 60）と下げが最もきつかった。北東部と西部でも低下した。一方、南部はほぼ変わ

らずとなった。  
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6017.79 +143.73 

仏 CAC40 4614.40 +141.33 

独 DAX 10456.38 +311.04 

ストック欧州 600指数 359.58 +10.04 

ユーロファースト 300指数 1411.60 +39.92 

スペイン IBEX35指数 9711.60 +283.10 

イタリア FTSE MIB 指数 21272.68 +766.12 

南ア アフリカ全株指数 48428.77 +347.06 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、最近の株価下落で割安となった銘柄が買い戻されたことや、原油価格が持ち直したことを受けて、

主要株価が大幅上昇となった。英 FT100 は、9 営業日ぶりの上昇となった。  

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17556.37（+185.87）、S&P500 2041.31（+19.37） ナスダック 4999.16（+46.93) 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、11 月の米消費者物価指数で、エネルギーと食品を除いたコア指数が前年同月比で

+2.0％となったことを受けて、米 FOMC で利上げが決まるとの見方がさらに強まり、売りが先行した。また、原油や

米国株の値上がりで投資家のリスク回避志向が後退したことも、安全資産とされる米国債の売りを促した。 

 

午前の利回りは、30 年債が 3.01％（前日 2.96％）、10 年債が 2.28％（2.22％）、7 年債が 2.07％（2.01％）、5

年債が 1.70％（1.65％）、3 年債が 1.29％（1.25％）、2 年債が 0.97％（0.95％）。 
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≪欧州のポイント≫  

 

①スウェーデン中銀は、政策金利を予想どおり過去最低の-0.35％に据え置いた一方、インフレ率の上昇が失速

すれば追加緩和の用意があるとの姿勢を示した。通貨クローナ安の効果が薄れるなか、中銀は依然、上振れ始めた

物価上昇が勢いを失うことを懸念している。中銀は声明で「定例理事会以外でも、金融政策を一段と緩和する用意

が十分にある」と表明した。 

 

②ギリシャ政府は、チプラス政権下で初の民営化案件として、国内 14 空港の運営権をドイツ空港運営会社フラ

ポートへ売却する契約を締結した。金額は 12 億ユーロ（13 億 2000 万ドル）。フラポートとギリシャのエネルギー

企業コペロウゾスは、観光地であるエーゲ海のサントリーニ島などの空港を 40 年間リースし、運営する。空港機能

を改良するため、2020 年までに 3 億 3000 万ユーロの投資も予定している。来年の資産売却による調達目標は約 30

億ユーロとなっている。空港運営権の売却計画は、1 月にチプラス政権が発足し資産売却を一旦凍結する前から交渉

が続いていたもの。チプラス首相は 8 月に承認された第３次金融支援の条件の一部として、労働組合や世論の抵抗

に遭いながらも交渉を再開させた。 

 

 

4：40 

NY 金は、中心限月が前日比 1.80 ドル安の 1 オンス＝1061.60 ドルで取引を終了した。 

 

 

5：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.04 ドル高の 1 バレル＝37.35 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1061.60 -1.80 

NY 原油 37.35 +1.04 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、米 FOMC 結果発表を前に様子見ムードが強まり、積極的な取引が手控えられ、小幅続落となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、最近の相場急落の反動で、買い戻しが先行した。また、米国が約 40 年ぶりに原油輸出を解禁する可能

性があるとの観測も支援材料となった。ただ、ドルが主要通貨に対して上昇したことがドル建て原油の割高感から

上値は限定的となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17524.91 +156.41 17627.63 17341.18 

S&P500種 2043.41 +21.47 2053.87 2025.55 

ナスダック 4995.36 +43.13 5026.54 4986.99 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、原油相場が上昇となり、底打ち感が出たことが好感されて主要株価は買いが優勢となった。特に、

収益改善期待からエネルギー株が大きく上昇したことが、全体を押し上げる結果となった。ダウ平均株価は、序盤

から堅調な動きとなり、一時前日比で 259 ドル高まで上昇する動きとなった。ただ、終盤にはやや上げ幅を縮小す

る動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 121.70  121.80  120.94  

EUR/JPY 133.04  133.14  132.71  

GBP/JPY 183.05  184.24  182.91  

AUD/JPY 87.62  87.65  87.15  

NZD/JPY 82.39  82.44  82.00  

EUR/USD 1.0934  1.1000  1.0905  

AUD/USD 0.7201  0.7239  0.7161  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米 FOMC で利上げが決定されるとの見方が強まったことを受けて、ドルが主要通貨に対して堅調な

動きとなった。一方、欧州と米国の金融政策の違いが意識されたことから、ユーロがドルや円に対して軟調な動き

となり、新興国・資源国通貨も対ドルで軟調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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